
広報

E少年帰国.'年第
二% .シントラでのホ 心ステイ=

(写真提供ナガサキ ・フォト ・サ ビス〉

ポルトガル、ローマなどを親善訪問した13日

間の欧州の旅は、中学生の少年使節にとっては、

大役だったけど、思い出の日々でちありました。

訪問地での歓迎 ・親切は大変なもので、本当

に嬉しかったし忘れることはできません。そ し

て、伺よりも400年前の天正少年の偉大さ、

国際友好のきずなの深さを強く感じました。

直感激いっぱい大村少年使節 C2~4ペジ〉
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天 正 少 年
帰富~，年祭

天
正
遣
欧
少
年
使
節
帰
国
4
0
0
年
記

念
事
業
の
一つ
と
し
て
、

「ポ
ル
ト
ガ
ル
国

際
交
流
大
村
使
節
団
」
に
加
わ
り
ポ
ル
ト

ガ
ル
や
イ
タ
リ
ア
な
ど
を
公
式
訪
問
し
た

「大
村
少
年
使
節
団
」
が
、
8
月
初
日
か

ら
9
月
1
日
ま
で
、
日
日
間
の
日
程
を
終

え
元
気
に
帰
国
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
4
0
0
年
前
未
知
の
世
界

に
旅
立

っ
た
天
正
少
年
使
節
の
勇
気
と
官

※
写
真
説
明
の

f 

2-

欧
州
文
化
を
肌
で
感
。

体
験
し
て

卜レドの町並み (ナガサキ・フォ ト・サービス)

砂ハ ッピ姿はシン卜ラ市のルイ・
シルバ副市長

=8月24日・ シン卜ラ市役所=

(ナガサキ ・フォト ・サービス)

険
を
学
び
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
な
ど
を

研
修
す
る
こ
と
に
よ
り、

地
域
活
性
に
役

立
つ
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

市
内
中
学
生
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
正
使

8
人
、
副
使
6
人
の
大
村
少
年
使
節
は
、

松
本
市
長
を
団
長
と
し
て
、
公
式
代
表
団

と
共
に
天
正
遣
欧
少
年
使
節
の
旅
路
を
た

ど
り
な
が
ら
、
リ
ス
ボ
ン
、
シ
ン
ト
ラ
な

ど
の
表
敬
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

記
念
植
樹
や
ホ
ム

友
情
を
深
め
た
シ
ン

ス
テ
イ
な
ど
で

ト
ラ

シ
ン
ト
ラ
市
に
お
い
て
は
、
大
村
市
へ

の
大
理
石
の
テ
ー
ブ
ル
寄
贈
や
ホ
l
ム
ス

テ
イ
、
シ
ン
ト
ラ
市
民
と
の
交
流
会
が
開

か
れ
る
な
ど
盛
大
な
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

幻
想
的
な
ぺ

ナ
宮
殿
の
あ
る
ペ
ナ
公
園

で
は
、
大
村
市
よ
り
持
参
し
た
花
菖
蒲
の

企 5家族への !泊のホームステイでしたが打ち解

けるのも早 く、女化などを学びなが ら楽 しく過

ごしましfこ。
=8月23日=

ー

ロ
ー
マ
法
王
に
謁
見

大
歓
迎
を
受
け
ま
し
だ

広報おおむ ら平成 2年 10月号

ロ
ー
マ
で
は
、
バ
チ
カ
ン
宮
殿
で
、

ロ

ー
マ
法
王

・
ヨ
ハ
ネ

・
パ
ウ
ロ
H
世
に
謁

見
。
「神
の
都
ロ
ー
マ
」
を
歌
っ

て
大
喝
采

を
浴
び
ま
し
た
。

ま
た
、
ロ

l
マ
法
王
は
、
松
本
市
長
と

の
会
話
の
後
、
少
年
使
節
団
の
メ

ッ
セ
ー

ジ
を
受
け
取
ら
れ
少
年
た
ち
と
握
手
。
少

年
た
ち
は
大
変
な
感
激
様
。

な
お
、

こ
の
日
の
参
列
者
は
6
千
人
以

上
、
そ
の
最
前
列
で
の
謁
見
が
許
さ
れ
る

な
ど
、
特
別
な
る
優
待
、

歓
迎
を
受
け
て

い
ま
す
。

ト
レ
ピ
の
泉
で
は
中
学
生
た
ち
の
発
案

で
、
大
勢
の
観
光
客
の
前
で

「神
の
都
ロ

ー
マ
」
を
歌
い
、

「大
村
少
年
使
節
団
」
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

ロ
ー
マ

法
王
・
ヨ

ハ
ネ

・
パ
ウ
ロ
日

世
と
の
謁
見
で
は
、
松
本
市
長
と
親

し
く
話
さ
れ
た
り

(
写
真
上
)
、少
年

使
節
た
ち
と
握
手
を
交
さ
れ
る
な
ど

大
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

1
8
月
白
日
・

バ
チ
カ

ン
宮
殿

i

(ナ
ガ
サ
キ

・
フ
ォ
ト

・
サ
ー
ビ

ス
)

砂
シ
ン
ト
ラ
の
名
所
ぺ
ナ
宮
殿
の
あ
る
ペ
ナ

公
園
で
行
わ
れ
た
記
念
植
樹
。
大
村
か
ら

持
参
し
た
花
菖
蒲
を
植
え
、
友
好
の
証
と

し
ま
し
た

1
8
月
お
日

1

(
ナ
ガ
サ
キ

・
フ
ォ
ト

・
サ
ー
ビ
ス
)

こ
の
外
に
、
天
正
4
少
年
が
立
ち
寄

っ

た
、
エ
ボ
ラ
、
マ
ド
リ
ッ
ド
、
ト
レ
ド
を

訪
問
し
た
り
、
国
際
夜
行
列
車
を
経
験
し

て
帰
っ
て
来
ま
し
た
。

こ
の
旅
で
けは
人
の
少
年
使
節
は
国
際
交

流
に
大
き
な
成
果
を
上
げ
ま
し
た
が
、
そ

れ
に
合
わ
せ
、
少
年
た
ち
が
、
今
回
の
貴

重
な
経
験
を
生
か
し
、
大
村
の
地
域
活
性

化
に
貢
献
で
き
る
人
材
に
成
長
し
て
く
れ

る
こ
と
を
信
じ
て
い
ま
す
。

ノ 4

4‘リスポ ン市役所を表敬訪問。
ジヨア・ ソアレス市長代理と親 しく 会談

=8月22日=(ナガサキ・フォ ト・サービス )

企ポルトガル大使館では、村上大使へメッ

セージや記念品などを贈りました。
=8月22日=(ナガサキ・フォ ト・サービス)

(ナガサキ ・フォ ト・サービス)

記
念
植
樹
を
行
っ
て
友
好
の
証
し
と
し
、

さ
ら
に
、
5
家
族

へ
の
ホ
l
ム
ス
テ
イ
で

は
、

一
泊
だ
け
で
し
た
が
ホ
ス
ト
フ

ァ

ミ
リ
ー
の
心
か
ら
の
も
て
な
し
を
受
け
、

外
国
の
家
庭
を
体
験
す
る
と
共
に
、
友
好
・

平
和
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

地
元
の
中
学
生
と
の
交
流
会
で
は
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
政
府
青
少
年
問
題
担
当
大
臣
も

同
席
、
記
念
植
樹
し
た
り
歌
や
ゲ
l
ム、

踊
り
、
昼
食
会
な
ど
で
国
際
的
友
情
を
深

め
ま
し
た
。
こ
の
時

「大
村
音
頭
」
を

一

ハ
ッ
ピ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

緒
に
踊
り
、

Vシント ラ市役所での交流会では、今後の友好交

流などについて協議されました。

=8月23日 ナガサキ ・フォト ・サービス)

、
企シントラ市のリオ・デ・モロウハイスクール

を訪問しての交流会では、歌やゲームな どで

楽し く交流を深めました。
=8月24日=(ナガサキ ・フォト ・サービス)

企卜レド大寺院
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企フィレンツェ市役所を表敬訪問
ジャン コンヒ副市長となごやかに会談し ました。

ニ 8月28日=(ナガサキ ・フォト ・サービス)

企ポルトガ乍3口付で11f;?1???

体験を地域のだめに

国
際
交
流
使
節
と
し
て
の
責
務
を
全
う

し
、
一
回
り
も
二
回
り
も
成
長
し
た
少
年

た
ち
が
9
月
1
日
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

大
村
の
代
表
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
少
年

た
ち
、
訪
問
先
で
は
大
変
な
歓
迎
を
受
け
、

感
激
と
緊
張
の
連
続
だ
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
「
期
間
中
ヨ
ー
ロ

ッ
パ

を
肌
で

感
じ
、
本
当
に
貴
重
な
体
験
を
し
た
。
こ

の
体
験
と
感
激
を、

友
人
あ
る
い
は
地
域

リスボン市内の美術館前で (ナガサキ・フォト ・サービス)

今
回
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
訪
問
は
、
公
式
代

表
団
印
人
、
少
年
使
節
回
目
人
、
一
般
団

加
入
、
そ
の
外
報
道
関
係
者
な
ど
総
勢
臼

人
に
よ
る
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
際
交
流
大
村

使
節
団
」
に
よ
っ
て
公
式
訪
問
さ
れ
た
も

の
で
す
。

次
代
を
担
う
青
少
年
の
国
際
人
と
し
て

の
育
成
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る

と
同
時
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
の
中
か

ら
文
化

・
芸
術

・
ス
ポ
ー
ツ

・
経
済
な
ど

を
学
び
研
修
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
活

性
化
に
役
立
て
よ
う
と
結
成
さ
れ
た
も
の

で
、
公
式
代
表
団
は
、
途
中
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
政
府
担
当
大
臣
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
大
航
海

時
代
行
事
実
行
委
員
会
事
務
局
な
ど
、
少

13日間の大役を終え
思わずガッツポーズ

=9月|日・ 市役所=

の
人
た
ち
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち

の
使
命
だ
と
思
う
」
と
、
使
節
を
代
表
し

て
田
中
圭
子
さ
ん
が
現
在
の
心
境
を
語
り

ま
し
た
。

大
役
を
果
た
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
大
変
ご

苦
労
様
で
し
た
。

国
際
都
市
大
柑
を
ア
ピ
ー
ル

公
式
代
表
団

少年使節としての役目をみごと

に果たした満足感が・・・

年
使
節
と
異
な
っ
た
公
式
行
事
に
も
参
加
。

国
際
交
流
の
大
き
な
役
目
を
果
し
ま
し
た
。

=同=

ヴ
ァ
チ
カ
ン
大
使
館
で
谷
田
大
使
を
囲
ん
で

1
8
月
幻
自
・
ロ
ー
マ
で

d 曹{盟i 盤工J… iL44婿.i~~晶弘 、ん
少年使節の皆さん大変ご苦労さまでした。今後大村のために頑張っ

て ください 同=
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大航海時代行事実行委員会を表敬訪問 c

委員長らと国際・経済交流などについて

協議 しました c = 8月24日・リスボン =
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博
覧
会
の
イ
ベ

ン
ト
の
一
つ
と

し
て
チ
ャ
ー
タ
ー
さ
れ
た
も
の

で
す
。2

日
は
、
旅
博
・
欧
州
親
善

訪
問
団
の
犯
人
が
到
着
、
そ
の

中
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
際
交
流

大
村
使
節
団
と
し
て
欧
州
を
公

式
訪
問
し
て
い
た
松
本
市
長
や

吉
川
議
長
、
高
瀬
商
工
会
議
所

会
頭
ら
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

特
に
松
本
市
長
は
、
エ

i
ル
・

フ
ラ
ン
ス
社
に
対
し
コ
ン
コ
ル

ド
飛
来
誘
致
を
進
め
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
喜
び
も
ひ
と
し
お

で
し
た
。

翌
3
日
は
、
国
際
空
港
化
を

目
指
す
高
田
知
事
を
団
長
と
し

た
公
式
訪
問
固
な
ど
白
人
を
乗

せ
、
雄
姿
コ
ン
コ
ル
ド
は
パ
リ

を
目
指
し
ま
し
た
。

コ
ン
コ
ル
ド
は
、
仏
、
英
両

国
が
協
同
開
発
し
た
も
の
で
、
マ
ッ
ハ

2
-

m
(時
速
2
3
0
0
J
)、
全
長
臼
・
日
灯
、

独
特
の
上
下
す
る
機
首
、
三
角
翼
は
、
怪

烏
が
翼
を
広
げ
た
格
好
を
連
想
さ
せ
ま
す
。

こ
の
日
は
、

日
曜
日
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
特
別
に
開
放
さ
れ
た
「
花
文
字
山
」

や
送
迎
デ
ッ
キ
な
ど
見
物
客
で
埋
ま
り
、

用
意
し
た
2
5
0
0
台
の
駐
車
場
も
午
前

中
で
満
杯
、
周
辺
道
路
や
高
速
道
路
な
ど

広報おおむ ら 平成 2年 10月号

エ
ー
ル
・
フ
ラ
ン

ス
の
超
音
速
旅
客
機

コ
ン
コ

ル
ド
が
9
月
2
日
、
長
崎
空
港
に

飛
来
。
コ
ン
コ
ル
ド
を

一
目
見
よ
う
と
県

内
外
か
ら
詰
め
か
け
た
約
2
万
人
の
見
物

客
で
、
空
港
は
熱
狂
の
う
ず
。
人
気
の
程

を
う
か
が
わ
せ
ま
し
た
。

コ
ン
コ
ル
ド
が
日
本
を
訪
れ
た
の
は
5

回
目
で
す
が
、
地
方
空
港
へ
の
飛
来
は
初

め
て
で
、

現
在
開
催
さ
れ
て
い
る
長
崎
「
旅
L

長崎空港に初めて着陸したコンコルド (9月2日)

の
交
通
渋
滞
、
定
期
便
の
遅
れ
な
ど
で
、

大
混
乱
。
関
係
者
は
対
応
に
大
わ
ら
わ
で

し
た
。

翌
3
日
も
、
大
勢
の
見
物
客
が
訪
れ
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

』

V
ビ
デ
オ
や
カ
メ
ラ
片
手
に
怪
鳥

コ
ン
コ
ル

ド
を

一
目
見
ょ
う
と

待
ち
受
け
る
見
物
人

(%

・
長
崎
空
港
花
文
字
山
)

巡回行政相談へどうぞ

国・県・市・公団・公庫などの仕事で

。説明ややり方が納得できない

。こうしてほしい

。窓口や手続きがわからない
などの不満や疑問がある人はお気軽

にご相言炎ください。

ー

西山
ψ
蕗

排

水

路

(
大
村
部
隊
南
側
)

故
修
工
事
の
た
め
突
通
規
制
じ
ま
す

ご
協
力
く
だ
さ
い
グ

大
村
部
隊
南
側
(
古
町
住
宅
側
)
の

西
小
路
排
水
路
1
1
5
7
m
を
今
年
度
よ

り
改
修
す
る
計
画
で
す
が
、
そ
の
う
ち
の

鉛

m
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

こ
の
工
事
に
伴
い
、
隣
接
す
る
市
道
の

車
両
片
側
通
行
規
制
を
行
う
予
定
で
す
が
、

当
道
路
は
中
央
幼
稚
園
・
中
央
小
学
校
・

西
大
村
中
学
校
の
通
学
路
と
な
っ
て
お
り
、

朝
夕
は
特
に
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

車
両
な
ど
は
で
き
る
だ
け
う
回
し
て
頂
き

ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間

山
月
上
旬

1
平
成
3
年
3
月
下
旬

(
予
定
)

均
合
H

¥

l
ノ

¥
l
ノ

、

l
ノ

ハ

U

M

3

5

0

0

 

W

5

5

6

は

勾

代

6

次

1

噂

7

~

員

同町

2

瞳

0

1

1

m

一

般

J

⑧

{

⑧

⑭

止

け

M
M

野

川

本

川

口

3

1
h
M

刊

4
4
(
桓

(

堀

曜

ま

ら

ノ

ィ

木

い

守

2
て
は

町

第

つ

密

月

行

秘

ロ

毎
で

J

h

、
所
で

収

は

役

料

:
・
談
市
無

E
、

日一
H

斗
J
品

J
4

、
』

間

例

で

談

時

定

ま

相

※
 

巡回行政相談

月日 場 所

10月12日
大村市役所

(甜

10月17日 ニ浦出張所
(水) 鈴田出張所

10月18日 西大村出張所
付す 竹松出張所

道路標識について
と意見をお寄せください 1
全国道路標識週間10月 1 日~7 日

身の回りの道路標識について、取り付け揚

所、 表示内容など、変だな/とか、 こう変え

るともっとよくなるのに/など、お気付きの

点がありましたらご意見をお寄せください。

宛先 :長崎県道路維持課(干850長崎市江戸

町2-138長崎@0504)および、諌早土木事務所
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ま寄1"

ぃぎ
ろ久

囲 βJ次
住{~
fl 
ち
方
ゐY

碁

谷
脇
義
治
さ
ん

(
引
歳

・
松
並
1
丁
目
)
会
社
員

①いま活動しているクラブ

-サークル名

②入会した動機など

③現在の活動状況など

④今後の抱負など

、、
¥ 
¥ 

内容

1 
¥ 

松
内
理
一

さ
ん

(
乃
歳

・
黒
丸
町
)
農
業

①
な
し

(囲
碁
6
段
)

②
初
年
位
前
、
家
に
碁
石
が
あ
っ
た
の
を
機
に
、

本
を
片
手
に
勉
強
し
た
、
大
学
に
入
っ
て
か
ら

ク
ラ
ブ
に
入
り
本
格
的
に
始
め
ま
し
た
。

③
谷
脇
さ
ん
は
、
現
在
6
段
の
腕
前
。
こ
の
ほ

ど
、
小
浜
で
行
わ
れ
た
第
幻
回
長
崎
県
囲
碁
大

会
の
無
差
別
級
で
見
事
に
優
勝
。
「
黒
番
に
当

た
っ
た
の
が
幸
い
し
た
」
と
謙
虚
で
す
が
、
こ

の
大
会
で
3
回
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
実
力
派
。

こ
の
外
、
全
国
大
会
予
戦
や
九
州
大
会
、
県

大
会
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
大
会
に
出
場
、
好
成
績

を
お
さ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

普
段
は
、
碁
会
所
で
練
習
し
た
り
、
本
で
練

習
す
る
が
、
い
ろ
ん
な
打
ち
方
が
次
か
ら
次
に

ど
ん
ど
ん
出
て
く
る
。
碁
は
本
当
に
奥
が
深
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

④
大
阪
な
ど
近
畿
以
西
か
ら
出
場
す
る
西
日
本

名
人
戦
。

こ
の
長
崎
県
予
戦
が
あ
る
ん
で
す
が
、
今
ま

で
ベ
ス
ト
4
ど
ま
り
、
で
き
れ
ば
優
勝
し
て
県

の
代
表
と
し
て
本
大
会
に
出
場
で
き
れ
ば
最
高

な
ん
で
す
が
、
と
意
欲
を
チ
ラ
リ
と
の
ぞ
か
せ

ま
し
た
。

¥
 

①
黒
丸
踊
保
存
会

②
昭
和
8
年
の
却
歳
代
の
時
、
あ
る
神
社
の
印

周
年
の
時
に
踊
っ
た
の
が
始
ま
り
。
そ
の
後
、

戦
時
中
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
昭
和
幻
年
の
復

活
ま
で
約
叩
年
位
の
空
白
が
あ
っ
た
も
の
の
、

現
在
ま
で
続
け
て
い
ま
す
。

③
こ
の
黒
丸
踊
は
、文
明
ロ
年

(1
4
8
0
年)、

-
f

ヲ
ー#宇」
」れ

今
か
ら
約
5
1
0
年
前
、
日
代
領
主
大
村
純
伊

の
時
代
、
中
国
地
方
か
ら
き
た
浪
人

・
法
養
と

い
う
人
が
教
え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
豊

年
感
謝
、
平
和
祈
願
が
込
め
ら
れ
た
、
勇
壮
で

華
麗
な
踊
り
で
、
こ
の
当
時
は
「
大
薩
摩
踊
り
」

号
か
え
U

し
家
族

私
の
家
ぞ
く
は
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
、
そ
し
て
妹
2
人
の
ア

人
か
ぞ
く
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
は
、
野
菜
づ
く
り
を
し
た
り
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
し
た
り
し
て
い

る
と
っ
て
も
元
気
で
や
さ
し
い
人

で
す
。

私
は
ピ
ア
ノ
が
大
す
き
で
習
っ

て
い
ま
す
。
し
よ
う
ら
い
ピ
ア
ノ

の
先
生
に
な
り
た
い
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
こ
れ
か
ら
ち
元
気
で
長
い
き

し
て
ね
。

広報おおむら平成 2年 10月号

幸
子

~ 
~ 

10月13自由 午後2時'"'-'3時30分
西大村コミセン 入揚無料

視聴覚ライブラリー

市 民映画

岳精流日本吟院全国大会で

独吟・合吟アベック優勝

こんなグループ
知ってる?

くフィル心名〉

ミッキーマウスと鹿法の帽子(アニメーション10分)

わがままな巨人(アニメーション27分〉

親たちみんなの子どもたち(健全育成35分)

間
島
章
子
さ
ん

(
訂
歳

・
池
田
1
丁
目
)
主
婦

①
生
活
排
水
対
策
婦
人
推
進
員

②
こ
の
推
進
員
制
度
は
、
き
れ
い
な
海
を
子
や

孫
な
ど
次
代
へ
引
継
い
で
い
こ
う
と
、
今
年
7

月
発
足
さ
れ
た
ば
か
り
で
す
。

と
呼
ば
れ
て
お
り
明
治
維
新
に
「
黒
丸
踊
」
と

改
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
寿
古
踊
、
沖
田

踊
も
同
じ
由
来
を
も
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
で
す
。

つ
い
最
近
は
、
長
崎
「
旅
」
博
へ
の
出
演
、

叩
月
に
は
大
阪
で
あ
る
叩
御
堂
筋
パ
レ
ー
ド
に

も
出
演
の
予
定
で
す
。
そ
の
外
、
今
ま
で
に
も

沖
縄
海
洋
博
に
も
出
演
。
ま
た
、
郷
土
芸
能
ほ

り
お
こ
し
大
会
な
ど
で
は
上
位
入
賞
を
し
て
い

ま
す
。

④
松
内
さ
ん
は
、

日
年
位
前
か
ら
保
存
会
の
会

長
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
ん
な
す
ば
ら
し
い

7
月
辺
日
、
神
奈
川
県
川
崎
市
で
開
か
れ
た

岳
精
流
日
本
吟
院
全
国
大
会
、
5
0
0
0
人
の

観
衆
で
あ
ふ
れ
で
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖

高
島
さ
ん
は
、
無
添
加
食
品
や
粉
石
け
ん
な

ど
の
使
用
を
推
進
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

制
度
発
足
を
知
り
加
入
さ
れ
ま
し
た
。

③
添
加
物
の
食
品
や
合
成
洗
剤
な
ど
の
知
識
を

深
め
て
い
く
う
ち
に
、
本
当
に
恐
く
な
り
ま
し

た
。
ほ
と
ん
ど
の
製
品
に
有
害
成
分
が
含
ま
れ

て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
ま
た
、
体
内
に
入
っ
た

り
海
に
流
れ
た
り
す
る
と
、
消
え
る
事
は
な
く

そ
の
ま
ま
蓄
積
さ
れ
る
と
の
こ
と
。

こ
れ
で
は
、
私
た
ち
の
健
康
に
も
良
く
な
い

し
、
ま
し
て
や
大
村
湾
が
汚
染
さ
れ
る
の
も
無

理
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
今
、
身
近
か
な
事
か
ら
実
践
し
て
い
こ

う
と
、
無
添
加
食
品
の
利
用
、
そ
し
て
、
柔
い

プ
リ
ン
石
け
ん
や
固
型
石
け
ん
な
ど
簡
単
に
で

き
る
手
作
り
の
石
け
ん
を
使
用
し
た
り
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
洗
濯
に
は
汚
れ
落
ち
が
い
い
粉
石
け

ん
を
使
っ
て
い
ま
す
。

④
こ
う
い
う
改
善
事
業
は
、

1
人
だ
け
で
な
く
、

み
ん
な
で
取
り
組
む
心
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

特
に
、
若
い
人
が
認
識
を
深
め
興
味
を
も
て

る
た
め
の
機
会
を
多
く
設
け
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
ね
。

6-

伝
統
芸
能
を
保
存
、
伝
承
で
き
る
の
は
、
各
地

区
の
協
力
、
団
結
が
大
き
い
こ
と
と
、
昭
和
幻

年
当
時
、
着
物
や
、
太
鼓
な
ど
何
も
無
い
時
代

に
、
紋
付
の
糸
を
解
き
、
踊
る
服
を
作
っ
た
り
、

太
鼓
や
鐘
を
作
る
の
に
、
遠
く
ま
で
、
何
度
も

何
度
も
通
っ
て
依
頼
に
行
っ
た
り
し
て
こ
の
芸

能
を
復
活
さ
せ
ら
れ
た
、
先
輩
諸
氏
の
並
々
な

ら
ぬ
努
力
が
今
の
私
た
ち
を
支
え
て
い
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
す
ば
ら
し
い
伝
統
芸
能
を
後
世
に
残
し

て
い
く
こ
と
が
、
我
々
の
努
め
で
す
。

縄
ま
で
の
代
表
吟
士
が
出
場
。
こ
の
中
に
、
大

村
岳
精
会
か
ら
独
吟
の
部
に
出
場
し
た
喜
々
津

恵
山、

合
吟
の
部
に
出
場
し
た
宮
本
秀
風
外
9

人
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

今
年
5
月
、
佐
世
保
市
で
開
催
さ
れ
た
長
崎

県
総
連
吟
剣
詩
舞
道
大
会
に
お
い
て
は
、

-
部

(
必
歳
以
下
)
2
部

(ω
歳
以
下
)
3部
(
叩

歳
以
上
)
の
各
部
門
と
も
大
村
岳
精
会
が
優
勝

を
独
占
し
、
春
先
の
順
風
に
乗
っ
て
平
成
2
年

の
吟
風
の
旅
路
に
つ
い

て
も
い
た
の
で
、
若
し

か
し
た
ら
と
い
う
期
待
感
も
胸
中
を
か
す
め
て

い
ま
し
た
が
、
独
吟
の
部
そ
し
て
、
合
吟
の
部

で
の
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
の
発
表
に
は
し
ば
ら
く
自

ら
の
耳
を
疑
わ
ざ
る
を
得
な
い
境
地
で
し
た
。

大
村
岳
精
会
は
、
杉
田
精
玉
先
生
を
中
心
に

大
村
、
佐
世
保
、
嬉
野
、
佐
賀
の
沼
教
場
、

2

0
4
人
の
会
員

(
大
村
は
会
員
1
5
0
人
目
教

場
)
に
よ
り
、
毎
週
1
回
吟
詠
の
研
さ
ん
に
励

ん
で
い
ま
す
。

今
回
の
快
挙
は
、
ま
さ
に
覇
権
の
栄
光
と
も

い
う
べ
き
も
の
で
し
た
。

。開揚時間の変更
・松が枝会場・グラパ-園会場
午前10時~午後8時まで

-孔子廟会場
午前8時30分~午後5時30分まで

。夜間入場券 (松が枝会場〉 ち
ご利用ください
午後5時"-'8時。JRから旅博覧会利用の皆さんヘ

'JR諌早駅lこ駐車場設置(約70台〉
-特急列車の自由席が利用できる、お得な

「九v¥I¥!Sきっぷ...J rS回数努」ちご利用

ください。 駐車場利用期間 11月4日まで
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一

日
大
村
幻
活
性
化
地
域
活
動
事
業
日

大村市では、地域振

興を図るために、 市が

援助する 「大村21活性

化地域活動事業」を実

こ
の
事
業
は

「地
方
が
知
恵
を
出
し
、

国
が
支
援
す
る
」
と
い
う
発
想
に
よ
り
創

設
さ
れ
た
H

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
H

に
基

づ
き
「
皆
さ
ん
が
知
恵
を
出
し
、
市
が
援

助
す
る
」

こ
と
に
よ
っ

て
、
市
民

一
人
ひ

と
り
が
自
主
的
か
つ
主
体
的
な
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
み
、
地
域
振
興
を
推
進
し
て

い
こ
う
と
実
施
す
る
も
の
で
す
。

ど
う
か
、
皆
さ
ん
の
独
創
的
ア
イ
デ
ア

で
大
村
市
を、

あ
る
い
は
あ
な
た
の
地
域

を
魅
力
あ
る
も
の
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

大村少年使節シン トラ市内の
ハイスクールでの交流会より

施することになりまし

と
思
い
ま
す
。

事
業
の
内
容

⑨
各
地
域
に
お
け
る
人
材
の
育
成
、
地
域

間
交
流
、

国
際
交
流
、
伝
統
文
化
の
伝
承
、

地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
健
康
ゃつ
く
り
、
生

涯
教
育
の
推
進
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
独
創
的

で
個
性
的
な
事
業
ま
た
は
、

地
域
創
生
ハ

ー
ド
事
業
な
ど
で
、
市
が
実
施
す
る
事
業

以
外
の
事
業
に
対
し
補
助
を
行
い
ま
す
。

⑨
こ
の
事
業
は
、
各
地
域
の
活
性
化
を
目

的
と
し
た
「
地
域
お
こ
し」

で
す
の
で、

前
項
に
該
当
し
な
い
も
の
で
も
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
創
意
工
夫
、
グ
ル
ー
プ
の
結
束
、

グ
ル
ー
プ
の
広
い
連
帯
と
継
続
す
る
意
欲

が
う
か
が
え
る
場
合
は
、
対
象
と
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

た

地
域
単
位
と
し
ま
す

こ
の
事
業
は
、
地
域

(
三
浦
1
松
原
ま

で
8
地
区
)
を
単
位
と
し
て
実
施
す
る
こ

と
を
原
則
と
し
ま
す
が
、
特
に
必
要
と
認

め
ら
れ
る
場
合
は
、

外
の
地
区
と
の
合
問
、

ま
た
は
、
地
区
内
の

一
部
で
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

補
助
額

地
域
単
位
3
0
0
万
円
を
限
度

と
し
て
交
付
し
ま
す
。

適
用
期
限

平
成
5
年
3
月
白
日
ま
で

※
こ
の
事
業
に
関
す
る
お
尋
ね
は
、
ま
ち

づ
く
り
推
進
室
へ
ど
う
ぞ

社会福祉事業の一環

「津軽ひろ子全国縦断リサイタル」公演

以前、「津軽姉妹」 として歌っ ておられま したが、妹

さんが病に倒れられ、永い闘病生活の後33歳の若さ で

他界 されま した。その問、全国の皆さんから寄せ られ

たご恩に報レ、るため、お姉 さんの津軽ひろこさ んが全

国縦断リ サイタルを開催されています。

大村市での公演は、次のとおりです。

日時 10月 1日(月)

昼の部 ・・・午後 2時、夜の部 ・・午後 6時30分

場所 市民会館 入場料 無料

問い合わせ 福祉課

大村市などへ多額の浄財を寄付

さる7月15日、永遠の

眠 りにつかれた前大村市

長 ・戸嶋英二氏の妻紀子

さんは、市のために役立

ててくださいと、香典返

しとして 100万円を寄

寸されました。

松本市長は、戸嶋前市

長をしのぶため、 JR大

村駅近くの市民憲章広場

に、記念メモ リアル的な

もので残しだいと意向を

述べました。

平
成

3
年
度

入

予
定
児

の

- 8-

時

W

衝
を

施
じ
ま
す

該
当
す
る
家
庭
に
は

健
康
診
断
通
知
書
を
送

付
し
ま
す
。

対
象

昭
和
白
年
4
月
2
日
i
m
年
4
月

1
日
生
ま
れ

問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課

表

学校 名 実施日

萱 瀬 小 10月 b日(到 |

鈴田小 10月 5日(金)

中央小 10月 9日(火)

旭が丘小 10月16日伏)

黒 木 小 10月18日(桐

三城小 10月18日(利

放虎原小 10月19日(甜

T寸松 小 10月24自体)

西大村小 10月25日(ポ

福重小 10月30日(火)

大 村 小 10月31日体)

東大村小 11月 1日(桐

三 浦小 11月 1日同

富 の 原 小 11月 2日(甜

松原小 11月 7日(水)

程日

戸嶋紀子さん(割

高浜フサさん (古町

2丁 目〉は、このたび

文化会館建設基金に役

立ててくださいと故夫

(圭甫さん〉の香典返

しと して50方円を寄

付されました。

高浜フサさん

中j頼昭隆さん(原

口町〉 と同和隆さ

ん(植松 3丁 目〉

のお2人は、市立

病院の医療設備な

どに役立ててく だ

さいと、故 母 (キ

ヨノさん〉の香典

返 しとして50万円

を寄付されました。
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企すてきだねきれいな川と下水道
(好。 -アーケー ド内)

下水道促進デーの9月10目、下水道の

役割やしくみなどを理解してもらおうと、

車両パレ ドや街頭キャンペーンを行い

ました。

宙頭キャンベ ンには、ミス花菖蒲の

中村章子さんも参加。フフ ケ ー ド内で風

船やチラシなどを配り、 下水道促進を呼

びかけましたコ
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みんなの力で町じゅ うをス ッキ リしよ

うと 8月26己、市民大清掃および大村湾

沿岸 斉清掃が行われました。

この日は、既に清掃を済ませた町内な

どを除き、ほとんどの町内で一斉に始め

られました。

草刈りや沿岸の浮遊物の処理などで、

街並みがスッ キ リなりました。

皆 さんご苦労標で した。

市民大清掃(大戸川付近〉

企町並みスッキリ/

d

司
毅
急
へ
の
理
解
と
認
識
を
深
め
ま
し
た

(
%
・
ー大
村
消
防
署
ほ
か
)

較
急
の
日
、
較
急
医
療
週
間
に
ち
な
み

9
月

巾
日
、
大
村
消
防
署
で
ほ
、
一
日
救
急
隊
長
に

野
沢
武
幸
(
大
村
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
会
長
)
、

ー本

田
嘉
彦
(
大
村
口
タ
リ
ク
会
長
)
、
下
回

一
香
(
ミ
ス
大
村
)
の

3
人
の
皆
さ
ん
が
、

一
日

救
急
指
令
室
長
に
富
永
秀
俊
さ
ん

(
J
C
理
事

長
)
、
か
就
任
、
施
設
の
構
造
な
ど
を
習
っ
た
り、

街
頭
模
擬
訓
練
(
写
真
よ
)
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、

市
立
病
院
で
は
、

一
日
病
院
長
に
前

田
昭
雄
さ
ん
(
商
工
会
議
所
劃
会
頭
)
、

一
日

看
護
婦
長
に
田
川
フ
デ
さ
ん

(
震
協
婦
人
部
長
)

が
就
任
、
旦真
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
ε

救急などについて説明を受ける
1 日救急隊長ら (~ ・ 消防署〉

-9-
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よ
ろ
し
く
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す

日
月
1
日
、
全
国
一
斉
に
国
勢
調
査
が

行
わ
れ
ま
す
が
、

9
月
下
旬
か
ら
叩
月
上

旬
に
か
け
て
、
皆
さ
ん
の
お
宅
に
調
査
員

が
お
伺
い
し
ま
す
。

国
勢
調
査
は
、

国
は
も
ち
ろ
ん
都
道
府

県

・
市
区
町
村
の
こ
れ
か
ら
の
行
政
の
基

礎
と
な
る
も
の
で
、
日
本
に
住
ん
で
い
る

す
べ
て
の
人
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

集
計
は
「
光
学
式
マ
1
ク
読
取
装
置
」

と
い
う
機
械
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

調
査
票
の
取
り
扱
い
や
記
入
に

つ
い
て
、

次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

3

調
査
票
の
取
り
扱
い
は

・
汚
し
た
り
、
折
っ
た
り
、
丸
め
た
り
、

破
い
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

調
査
票
に
記
入
す
る
と
き
は

-
必
ず
黒
鉛
筆
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い

0

・
答
え
を
マ
ー
ク
で
記
入
す
る
個
所
は
、

わ
く
内
に
太
く
濃
く
、
は
っ
き
り
と
横

線
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

-
文
字
や
数
字
で
答
え
る
と
こ
ろ
は
、
わ

く
内
(
一
。い
心
か
ら
は
み
出
さ
な
い
よ

う
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

-
書
一
き
間
違
え
た
場
合
は
、
消
し
ゴ
ム
で

き
れ

い
に
消
し
て
か
ら
正
し
く
記
入
し

な
お
し
て
く
だ
さ
い
。

※
国
勢
調
査
に
つ
い
て
の
、
お
尋
ね

・
お

問
い
合
わ
せ
は
、
大
村
市
国
勢
調
査
実

施
本
部
(
市
役
所
第
6
会
議
室
)
へ

。

× 

図面

調
査
結
果
は
こ
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
ま
す

議
員
定
数
の
決
定
に

都
道
府
県
議
会
や
市
町
村
議
会
の
議
員

数
は
、
最
新
の
国
勢
調
査
の
人
口
を
基
に

決
め
ら
れ
ま
す
。

市
や
指
定
都
市
の
要
件
に

市
と
な
る
た
め
の
要
件
の
ひ
と
つ
と
し

て
人
口
が

5
万
人
以
上
。
政
令
指
定
都
市

は
人
口
が
叩
万
人
以
上
の
市
で
あ
る
こ
と

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
人
口
も
、

国
勢
調
査
を
用
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

地
方
受
付
税
の
配
分
に

交
付
金
の
総
額
は
、
所
得
税
、
法
人
税
、

酒
税
の
辺
%
、
消
費
税
の
弘
%
、
タ
バ

コ

税
の
お
%
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
国
勢
調

査
の
人
口
や
世
帯
数
な
ど
で
配
分
基
準
が

決
め
ら
れ
ま
す
。

そ
の
他

都
市
計
画

・
地
域
整
備
計
画
を
は
じ
め

と
す
る
園
、
県
、
市
の
行
政
政
策
や
、
将
来

人
口
の
推
計

・
平
均
寿
命
の
算
出
な
ど
の

分
析

・
学
術
研
究
な
ど
に
も
使
わ
れ
ま
す
。

助
け
合
い
路
線
を
願
つ

て

-10 

ー
三
彩
の
里
ヘ
パ
ス
延
長

l

月
1 身
日 F章
、者

県授
営産
バ施
ス設
路 「
線三
の彩
開の
通里 ←
式」 七 ー

がで 開通を祝ってテ十プ力ツ卜する関係者
イ子 9 " . ~ ~ ，，~ - - ， • (;{・三彩の里)

秋の農作業賃金が
決まりました

わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
ま

で
運
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
周
辺
地
域

の
人
た
ち
よ
り
路
線
延
長
の
要
望
が
出
さ

れ
て
い
た
も
の
で
、
今
回
、
小
松
電
子
前
、

三
彩
の
里
が
新
た
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

開
通
式
に
は
、
入
所
者
や
地
元
関
係
者

な
ど
約
何
人
が
出
席
。
前
田
助
役
が
「
体

の
不
自
由
な
人
の
利
用
が
多
く
な
る
と
思

う
が
、
助
け
合
い
路
線
に
な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、

運
転
手
へ
の
花
束

・
記
念
品
贈
呈
や
関
係

者
ら
に
よ
る
テ
!
プ
カ
ッ
ト
な
ど
で
開
通

を
祝
い
ま
し
た
。

手作業(稲刈) 機 械 稲 刈 目見 穀

1日当たり(食事なし) 10 a当たり(食事なし) ハーベスター

男 女 パイ ンダー コンノ〈イン l袋(35kg)当たり

4，500 4，000 7，000-8，000 9 ， 000 ~ 11 ， 000 330 

みかん採取 人参掘り取り 田

l日当たり(食事なし) 1 S当たり(食事なし) 耕 うん料

男 女 男 女 10 a当た り

4，SOO 4，SOO 3，800 |ι仙

円)(単位
農業委員会問い合わせ
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ここが違う/

園民年金

個人年金

国
民
年
金
を
や
め
て

個
人
年
金
ヘ

U
U

私
は
、
現
在
、
国
民
年
金
に
加
入

口い」

し
て
い
ま
す
が
、
今
度
個
人
年
金
に

加
入
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
国

民
年
金
を
や
め
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

や
め
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

「
U

国
民
年
金
と
個
人
年
金
の
関
係
は
、

「
川
一自
動
車
保
険
の
強
制
保
険
と
任
意
保

険
の
関
係
と
同
じ
で
す
。
車
を
持
つ
人
は
、

必
ず
強
制
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
上
で
、
自
分
の
任
意
保
険

に
も
加
入
し
て
い
ま
す
っ

同
様
に
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
加
歳
以

上
印
歳
未
満
の
人
は
必
ず
国
民
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
や
め

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

あ
く
ま
で
も
国
民
年
金
に
加
入
し
て
、

そ
の
上
で
、
希
望
さ
れ
る
人
は
、
個
人
年

金
に
も
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
と
個
人
年
金

国
民
年
金
と
生
命
保
険

d
F
A
d
h
k
 

)民

4

〆
~

dZ
湾、

ト
品
事
可

口
U

国
民
年
金
と
生
命
保
険
会
社
の
保

円
い
」
険
の
ち
が
い
は
な
ん
で
す
か
。

「
U

国
民
年
金
と
生
命
保
険
を
比
較
す

「
じ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

3

生
命
保
険

は
死
亡
給
付
で
あ
っ
て
遺
族
に
対
し
て
支

払
わ
れ
る
給
付
で
あ
り
、
国
民
年
金
は
本

人
の
生
存
給
付
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

つ
ま
り
、
国
民
年
金
は
終
身
も
ら
え
る

の
で
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
老
後
の
所
得

保
障
の
中
核
と
い
え
る
わ
け
で
す
。

コU

国
民
年
金
と
個
人
年
金
は
ど
の
よ

仁
川
」
う
に
違
う
の
で
す
か
。

「
U

国
民
年
金
と
個
人
年
金
に
つ
い
て
、

「
〕
か
な
り
誤
解
を
し
て
い
る
人
が
い
ま

す
。
国
民
年
金
は
国
が
運
営
し
て
い
ま
す

の
で
、
事
務
費
は
全
額
国
の
負
担
で
ま
か

な
わ
れ
、
年
金
額
も
3
分
の
1
は
国
が
負

担
し
て
有
利
に
な
っ

て
い
ま
す
。

個
人
年
金
は
民
間

企
業
の
契
約
と
な
り
、

保
険
料
の
中
か
ら
事

務
費
や
人
件
費
、
年

金
、
利
潤
な
ど
を
ま

か
な
う
シ
ス
テ
ム
に

な
っ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
加
入

者
の
掛
け
金
で
事
務

費
な
ど
の
諸
経
費
す

べ
て
が
ま
か
な
わ
れ

て
い
る
わ
け
で
す
。

写嚢:3:1"-'~作品募集
テーマ 自由(ただし、人物に限る)ですが、

明るく楽しいほのぼのとした作品を募集します。

例 スマイ ル家族、だんらん、親子、 兄弟、笑

顔、老人パンザイ、働く、遊ぶ、 未来へ向

かつ てはばたく子供たちなど。

サイズ キャビネサイズ以よ四切まで、単写真

で力ラーに限り ます。

※作品には、題名 ・住所 ・氏名 ・年齢 ・職業 ・

電話番号を明記してくださいけ人3点まで〉。

締め切り 10月31日(水〉必着

応募・問い合わせ県国民年金課写真コンクール係

( 干 850 長崎市江戸町2~13宮長崎③3134)

納
税
は
『
口
座
振
替
』
『
締
税
組
合
」
で

市
税
、
国
保
税
の
納
税
に
は
、
手
数
が

か
か
ら
ず
便
利
な
「
口
座
振
替
」
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

手
続
き
は
各
金
融
機
関
(
郵
便
局
を
除

く
)
で
簡
単
に
で
き
ま
す
。

年
金
と
税
金

年
金
を
受
け
取
っ
た
と
き
の
課
税
関
係

は
、
種
類
に
よ
り
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す

0

1
雑
所
得
と
し
て
所
得
税
が
課
税
さ
れ
る
も
の

①
過
去
の
勤
務
に
基
づ
き
使
用
者
で
あ
っ

た
者
か
ら
受
け
る
年
金

②
厚
生
年
金
、
国
民
年
金
、
国
家
公
務
員

共
済
年
金
な
ど
の
公
的
年
金

③
適
格
退
職
年
金
(
自
己
負
担
部
分
を
除

き
ま
す
)
な
ど
の
企
業
年
金

④
郵
便
年
金
、
生
命
保
険
会
社
な
ど
の
個

人
年
金

Z
利
子
所
得
と
し
て
所
得
税
が
課
税
さ
れ

る
も
の

労
働
保
険
の
加
入
は

お
済
み
で
す
か

叩
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間

労
働
者
を
1
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事

業
主
は
、
労
働
保
険
(
雇
用
保
険
+
労
災

保
険
)
に
加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

労
働
保
険
は
、

労
働
者
が
失
業
し
た
場

ま
た
、
町
内
会
、
婦
人
会
、
職
域
な
ど

で
組
織
さ
れ
た
「
納
税
組
合
」

へ
加
入
さ

れ
る
と
便
利
で
す
。

※
詳
し
く
は
税
務
課
庶
務
係
へ
お
気
軽
に

ど
う
ぞ
。

銀
行
、
信
託
銀
行
、
証
券
会
社
な
ど
の

個
人
年
金
(
財
形
年
金
を
除
く
)
の
利
子

相
当
額

a税
金
が
か
か
ら
な
い
も
の

①
遺
族
が
受
け
る
年
金
(
死
亡
し
た
人
の

勤
務
に
基
づ

い
て
支
給
さ
れ
る
も
の
に

限
り
ま
す
)

②
国
民
年
金
法
な
ど
に
よ
る
障
害
年
金

な
お
、

-、

2
に
つ
い
て
は
、
所
定
の
源

泉
徴
収
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
年
金
の
支
給
に
代
え
て
一
時
金

を
受
け
取
っ
た
場
合
は
、
退
職
所
得
や
一

時
所
得
と
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
外
、

源
泉
徴
収
の
特
例
な
ど
が
あ

り
ま
す
が
、
詳
し
く
は
諌
早
税
務
署

(宮

②
1
3
7
0
)
ま
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

合
の
失
業
給
付
や
、
業
務
災
害
な
ど
の
災

害
補
償
な
ど
、
労
働
者
の
生
活
の
安
定
を

図
る
た
め
の
制
度
で
す
。

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
今
す

ぐ
労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
を
済
ま
せ
ま

し
ょ
戸
ワ
。

※
詳
し
く
は
大
村
公
共
職
業
安
定
所
ま
た

は
、
長
崎
労
働
基
準
監
督
署
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い。

~ll --



ポ
リ
オ
(小児マヒ)
生

η
ワ
手
b
a
w

接
与
を
行
い
惨
事
寄

該
当
す
る
乳
幼
児

o
生
後
6
か
月

1
必

か
月
ま
で
の
初
回
投
与
を
受
け
て
な
い
乳

幼
児

0
2
回
目
投
与
を
受
け
て
な
い
川
崎
か
月
ま

で
の
幼
児

受
け
ら
れ
な
い
乳
幼
児

o
発
熱
も
し
く

は
下
痢
を
伴
う
急
性
疾
患
、
重
症
結
核
、

心
蔵
血
管
系
疾
患
、
病
後
衰
弱
栄
養
障
害

な
ど
の
乳
幼
児

" 
犬の登録と

狂犬病予防注射
生後91巳以上の飼い犬は、 1年に

1回の登録と狂犬病の予防注射を受
けるよう義務づけられています。平
成 2年度の登録がまだ済んでいない
犬は、この機会に必ず登録と狂犬病
予防注射を受けてください。

畠圃『‘，，
E
菅

登録手叡料 (1頭) 2，100円
注射料金 2，000円

注射済票交付手数料 460円
台計 4，560円

。
麻
し
ん
な
ど
生
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
l
か

月
を
経
過
し
て
な
い
乳
幼
児

0
1
年
以
内
に
ひ
き
つ
け
(
け
い
れ
ん
)

を
お
こ
し
た
乳
幼
児
。

お
願
い

o
当
日
は
、
母
子
健
康
手
帳
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

0

体
温
を
計
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

0

ワ
ク
チ
ン
を
飲
ま
せ
た
直
後
の
授
乳
、

飲
食
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

H

ポ
リ
オ
一
口
メ
モ
υ

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
は
、

1
回
目
の
投

与
を
受
け
て
か
ら
、

6
週
間
以
上
間
隔
を

お
き
2
回
目
の
投
与
を
行
い
ま
す
。

ポ
リ
オ
を
お
こ
す
ウ
イ
ル
ス
に
は
、

ー

型
、
E
型、

皿
型
の

3
つ
が
あ
り
ま
す
が
、

1
回
白
で
は
全
て
の
型
の
免
疫
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

2
回
目
を

投
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
前
回
つ
か
な
か

っ
た
免
疫
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。
必
ず
2

回
(
生
後
必
か
月
ま
で
)
受
け
ま
し
ょ
う
。

生ワク投与実施日程表

接種会場 接種 日

市 千金 所
10月 2日(火)

菅瀬出張所

西大村コミセン

二浦出張所 10月 3日(水)

鈴田出張所

竹松出張所
10月 4日(柑

福重出張所

中地区公民館
10月 5日(甜

松原出張所

月 日 時 間 実施場所

10月15日
10 : 00"-'10 : 30 三浦出張所

(月) 10: 50"-'11: 20 鈴田出張所

13 : 00"-' 14 : 30 大村市役所

10 : 00"-'10 : 20 萱瀬出張所

10月16日 10 : 40"-' 11 : 40 竹松出張所
(火) 13 : 00"-' 13 : 30 西大村コ ミセン

13 : 50"-'14 : 30 西大村出張所

10月17日
10 : 00"-'10 : 30 松原出張所

(水) 10 : 50"-'11 : 30 福重出張所

13 : 00"-'14 : 00 大村保健所

日程表

県殉国者救季慰霊祭
日時 10月20日出、午前10時30分~正午

場所 県忠霊塔(三城町)

※遺族章は、各地区遺族世話人を通じて

配布しますが、届かない人は福祉課、

各出張所でお受けとりください。

自
や
上
肢
な
ど
が
不
自
由
な
人
ヘ

ド

寸

1
0
4番
L

T
 

N
 

一
一

み
ん
な
で

9

手
と
も
さ
幸
芝
グ

午後 2 時~3 時まで

保
護
者
の
い
な
い
子
供
や
、
家
庭
で
養

育
出
来
な
い
子
供
た
ち
が
い
ま
す
。
恵
ま

れ
な
い
子
供
を
引
き
と
っ
て
育
て
て
く
だ

さ
る
里
親
の
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

里
親
に
な
れ
る
人

①
結
婚
し
て
い
る
夫
婦
(
片
親
で
も
よ
い
)

②
却
歳

1
日
歳
の
人

③
児
童
の
養
育
に
理
解
が
あ
り
、
熱
意
と

豊
か
な
愛
情
を
持
つ
人

④
毎
年
、
県
の
審
議
会
で
適
格
と
さ
れ
た

人
が
里
親
と
し
て
認
定
登
録
さ
れ
ま
す

⑤
養
育
里
親
に
は
県
か
ら
養
育
費
お
よ
び

医
療
費
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す

※
詳
し
い
こ
と
は
、
市
福
祉
課
児
童
家
庭

係
(
内
線
1
5
4
)
ま
で

時間

無
料
申
請
を
/

健康テレホンサービス
③4646または 0958③ 5511 

月 しゃっくり

火 手足のしびれ 慢性動脈閉塞症について

水 子どもの誤飲

木 子どものいびき

金 自律神経失調症の考え方

土・日 子どもの包茎 (手術の時期〉
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1
月
の
一ア

マ

¢
電
話
番
号
案
内
の

ロ
月
1
日
よ
り
、

1
0
4
番
で
の
電
話

番
号
案
内
が
有
料
化

(1
番
号
安
丙

ω円
)

さ
れ
ま
す
が
、
目
や
上
肢
な
ど
に

一
定
程

度
以
上
の
障
害
が
あ
り
、
電
話
帳
の
使
用

が
困
難
な
人
に
つ

い
て
は
従
来
ど
お
り
無

料
で
電
話
案
内
し
ま
す
。

た
だ
し
、
申
請
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
、

局
番
な
し
の

1
1
6
番
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(
N
T
T
諌
早
支
居
)



(
は
し
か
)

該
当
す
る
幼
児
・

生
後
四
か
月

1η
か

月
ま
で
の
麻
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
の
な

い
幼
児
お
よ
び
麻
し
ん
予
防
接
種
を
受
け

た
こ
と
の
な
い
幼
児
。

接
種
方
法

個
人
接
種
で
す
。
直
接
指
定

さ
れ
た
医
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

料
金

無
料

接

種

期

間

日
月
1
日
開

1
日
月
初
日
樹

た
だ
し
、
小
児
科
医
院
に
お
い
て
は
叩

広報おおむら 平成 2年 10月号

"“ ーー- ，〆'， ----......-(t ~ c ~\-、、J 、_ 1

10月27日(土)、28日(8)10:00~ 七

市営陸上競技場ほか

回ふれあい体験ゾーン

圏知識としての福祉ゾーン

固ふれあいバザール

四スポーツ交流ゾーン
主 催 す こやかみんなの福祉フェア実行委員会

(県生活福祉部・県社会福祉協議会)

すこやかみん恕の
福祉フェア

接

麻しん (はしか〉 予防接種指定医療機関

医 院 名 住 所 電話番号

松 井 医 院 久原 2丁 目 !@6624 

川 本 内 科 医 院 久原 1丁 目 ⑭5675 

寺 井 医 院 玖島 1丁 目 ⑫3574 

松 尾 医 院 玖島 1丁 目 ⑫4412 

。田 川小 児 医院 東本町 @4000 

近 藤 医 院 東本町 ⑪1166 

ともなが内科クリ ニック 杭出津2丁目 ⑭5000 

上 田 医 院 諏訪 1丁目 ⑫3505 

。出口 小児科医院 諏訪3丁 目 ⑫2252 

与那 城 医 院 池田新町 ⑮5575 

津田胃腸科内科医院 小路口本町 ⑮1507 

。野口内科こど も医院 西大村本町 ⑫2339 

桝本産婦人科内科医院 大川田町 ⑮8355 

原 医 院 宮小路 1丁目 ⑮8427 

牧 山 医 F元 宮小路 2丁 目 ⑧7831 

長 崎 医 pJC 寿古町 ⑮8615 

j度 辺 医 院 松原 1丁目 ⑮8275 

月
1
翌
年
3
月
ま
で
。

お
願
い
・

接
種
の
時
は
、
母
子
健
康
手

帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い。

・
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
る
と
前
後

約
1
か
月
間
は
、
ほ
か
の
予
防
接
種
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
各
医
院
で
ご
相
談
く

だ
さ
い。

そして一一J

明自の親のた訪の学級

r1人から2人ヘ

を開きます(妊婦教室〉

新婚さん、妊婦さん、これ力¥ら結婚さ

れる皆さんを対象にした内容です。

これからおとうさんになる人の参加 も ，

歓迎します。

内容 母親となる山得、妊婦と歯の健壊、

妊娠中の栄養のとり方、 安産のための妊

婦億操、子青て、親の役割、入浴のさせ

方実習、女性の生きアすなど。

日時 10月 3日tj()、12日(金)、17日体)、24日(水)、26日(劃、31日(刻、

11月 6日(火) 計7回

午後 1時から4時まで (10月26日Id:午後 6時30分 " ' J8時30分〉

場所 市コミセン

申込方法 電話またはハガキで中央公民館ヘ(幸町25"'J33市 コミセ

ン内宮⑪ 31 6 1 ) 

募集人員 30人 受講料

主催 中央公民館 共 催

無料

環境衛生課

わ
か
ち
あ
う
し
あ
わ
せ

赤
い
羽
根
共
同
募
金

叩
月
1
日
よ
リ
ス
タ
ー
ト

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
募
金

は
、
民
間
福
祉
施
設
や
社
会
福
祉

団
体
の
諸
活
動
な
ど
に
広
く
使
わ

れ
ま
す
。

暖
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
わ

願
い
し
ま
す
。

募
金
締
め
切
り

叩
月
況
日
同

納

入

先

市

社
会
福
祉
協
議
会

(西
三
城
町
宮
⑮
1
3
5
1
)

児放 平
童課号
ぼ 後盃
しの 度
ゆ学

つ童
保
育

。は翌年 3月までの実施医院です。

対

象

下

校
後
、
仕
事
そ
の
他
の
事
情
で

親
の
保
護
に
欠
け
る
児
童

時
間

下
校
後

1
午
後
5
時
加
分

場

所

・

大
村
幼
稚
園
内
(
に
ん
じ
ん
ク

ラ
ブ
)

・
旭
ケ
丘
小
校
区

(あ
さ
ひ
っ
子
ク
ラ
ブ
)

・
中
央
幼
稚
園
内

(
さ
く
ら
ん
ぼ
ク
ラ
ブ
)

申
し
込
み

随
時

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
学
童
保
育
父
母
の
会

・
に
ん
じ
ん
ク
ラ
ブ
、
あ
さ
ひ
っ
こ
ク
ラ

ブ

午
前

(宮
⑮
0
3
5
1
吉
原
)

・
さ
く
ら
ん
ぼ
ク
ラ
ブ
午
後

(宮
⑫
3

3
3
9
泉
沢
)

老人毅養講座作晶展示会

老人福祉センターで開講している

講座の受講生が、日頃の勉強の成果

を発 表 します。

期間 10月 25 日 同~27 日 (土
土田 所 福祉セ ンタ一大会議室

長示品 盆栽書道、生花、俳句
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お
じ
ら
せ

教
育
講
演
会

あ
な
た
は
望
ま
れ

て

こ

の

世
に
生
ま
れ
た
大
切
な
人

テ
ー
マ

豊
か
さ
っ

て
何
だ
ろ
う

講
師

渡
辺
和
子
先
生

(ノ
i
ト

ル
ダ
ム
清
心
女
子
学
園
理
事
長
)

日
時

日
月
日
日
凶
、
午
後
2
時

i
4
時
初
分

場
所

市
民
会
館

入
場
料

は
無
料
)

※
幼
児
の
お
預
り
も
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

家
庭
教
育
を
考
え

る
会
(
宮
⑮
2
0
9
2
)

5
0
0
円

(中

・
高
生

引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ

通
貨
・
証
券
な
ど
を

返
還
し
て
い
ま
す

税
関
で
は
、
戦
後
海
外
引
揚
者

か
ら
お
預
り
し
た
通
貨

・
証
券
な

ど
を
返
還
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
返
還
を
受
け
て
お
ら
れ
な

い
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

返
還
請
求
は
、
家
族
の
人
で
も

申
請
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

長
崎
税
関
(
干
問

長
崎
市
出
島
町
1
1
お
宮
長
崎
⑮

8
6
4
4
)
 

期 間

内容

。舞台発表の部=合唱 ・民踊 ・歌謡 ・ダ

ンス ・バレエ器楽演奏外

。展示発表の部=書 ・陶芸 ・手芸 ・アー

トフラワー ・絵画外

場所 市コミセ ン、

※入場無料です。おさそい合わせの上、

お出かけください。バザー(うどん、

カ レー)もあります/

10月13日(土)"-'15日(月)

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

市
ミ
リ
映
写
機

操
作
認
定
講
習
会

受
講
者
に
は
県
教
育
委
員
会
よ

り
「
操
作
認
定
証
」

が
交
付
さ
れ
、

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
フ
ィ
ル
ム
や
映

写
機
を
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

日
時

日
月
幻
日
開

・
お
日
側
、

午
後
6
時
初
分
1
9
時
叩
分

定
員

犯
人

受
講
料

無
料

申
し
込
み

電
話
で
市
コ
ミ
セ
ン

(宮
@

3
1
6
1
)
ま
で
。
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

a

L
 

日
時

日
月
初
日
出
、
午
後
6
時

叩
分
開
演

会
場

市
民
会
館

出
場

。
邦
楽
J
規
友
会

・
星
風

会

・
宮
城
会
・
若
水
会

。
器
楽
川
西
大
村
中
学
吹
奏
楽
部

・

桜
が
原
中
吹
奏
楽
部

・
大
村
高
校

吹
奏
楽
部

。
コ
ー
ラ
ス
!
市
民
合
唱
団

(
市

内
各
合
唱
団
の
合
同
)

。
個
人

ピ
ア
ノ

・
声
楽

入
場
料

3
0
0
円

主
催

市
音
楽
団
体
協
議
会

問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課
へ

市
民
文
化
祭

市
民
い
け
ば
な
展

日
時

印
月
幻
日
出
i
n
日
側
、

午
前
叩
時
1
午
後
5
時

会
場

市
民
会
館

主
催

大
村
市
華
道
連
合
会

市
民
野
球
大
会

期
目

印
月
比
日
同

会
場

市
営
野
球
場

チ
ー
ム
編
成

町
内
単
位
ま
た
は

叩
月
刊
日
「
体
育
の
日
」

市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ク
ラ
ブ
チ
l
ム
(
協
会
登
録
選
手

は
1
チ
l
ム
3
人
ま
で
参
加
で
き

ま
す
)

参
加
料

5
0
0
0
円

締
め
切
り

叩
月
6
日
出
ま
で

代
表
者
会
議
・
抽
せ
ん
会

叩
月
ロ
日
樹
、
午
後
5
時
叩
分、

市
営
野
球
場
本
部
室

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
野
球
協
会

(宮
⑬
4
1
1
1
内

線
2
1
3
津
田
)

第
お
回
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
時

叩
月
初
日
出
1
幻
日
岡

場
所

市
民
体
育
館
ほ
か

申
込
期
限

叩
月
ロ
日
樹

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

各
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
て
き

た
チ
l
ム
が
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
競
い
合
い
ま
す
。

場
所

o
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
市
営

野
球
場
、
補
助
グ
ラ
ン
ド
ほ
か

o
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
U
市
民
体
育
館
、

大
村
小
学
校
体
育
館

出
場
チ
ー
ム

。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

(男
子
)

三

浦

溝

陸

鈴
田
・・・中
里
下

大
村
・
・
上
小
路

・
岩
舟

西
大
村

・
新
城

・
池
田

竹
松
大
川
田

・
原
口

福
重

・
弥
勅
寺

松
原
武
留
路

体
育
課
(
申
込
書
な
ど
は
、
登
録

少
年
団
へ
直
送
し
ま
す
)

出
場
資
格

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

に
登
録
し
て
い
る
団
体
で
、
そ
の

団
員
で
あ
る
こ
と
。

※
転
入
生
以
外
の
追
加
登
録
は
認

め
ま
せ
ん
。

参
加
費

1
チ
l
ム
1
0
0
0
円

※
組
み
合
わ
せ
抽
選
は
、
主
催
者

で
責
任
を
も
っ
て
行
い
ま
す
。

- 14一

者
会

書
大

障
ツ

体
-

身
ポ

市
ス

両
川
団

日時 10月14日(日)、午前 9時

場所 市営陸上競技場

※雨天の場合は、競艇場内

萱
瀬
・・・
宮
代

。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

(女
子
)

三
浦

。
日
泊

鈴
田
・
陰
平
下

・
小
川
内

大
村
・
木
場

・
須
田
ノ
木

西
大
村
植
松
3
丁
目

・
新
城

竹
松

・富
の
原
1
丁
目

・
鬼
橋

福
重
立
福
寺

松
原

・浦
2
区

萱
瀬
・

北
川
内

。
綱
引
き

綱
引
き
の
部
に
つ
い
て
は
、
玖

島
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
、
町

内
単
位
の
部
、
職
場

・
グ
ル
ー
プ

の
部
の
2
部
門
(
各
男
女
別
)
で

行
い
ま
す
。
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申央・申地区公民館語種講座のご案内

(中央公民館〉 (幸町25"'33 ft⑭3161) 
講 座 名 内

月谷..，. 期 間 対象 ・定員 講師(敬称略)

ふるさと再発見 ふるさとの魅力を再発見してみましょう C 10月23LI、11月 6日

史 跡 め 歩 いて市内の史跡、を見てまわります。 .20日.12月11日火曜日 成人30人 深草静推

(竹松 ・福 重 地 区) 9 :30~ 11 ・ 30 ( 4回)

古 血 E葺 座
六典文学に親しんでみま Lょう 。 10 月 18 日 ~3月 14 日 ( 10回l

川崎紀男 |まず、徒然草の兼好から;まどめてみましぶう 。 毎月 1. 3木曜日13:30~ 15: 30 成人40人
一古典のこころを読むー (l月3日は除く J月のみ第1・2木)

あなたの青春、充実 して ますか? あ、しゃべり しながら学宵でき る楽しい講座です。 10 月 25 日 ~ 12 月 13 1:J
未婚女性

KTN 
フェミ 二テ ィ ・ス ク ー ル い っしょ に参加して気分を 1)フレ y シュしてみ 毎週木曜日 (8回) 橋口泰介

(未婚女性のための青年教室) ま Lょう ノ (海外旅行の話、クリスマス料理など) 19: 00~2l: 00 
25人

外専門講 師

妻 と夫のときめきライフ
健康体操 ・話し方 ・陶芸 ・教養講座など 9[旦lの 10 月 22 日 ~ 12 月 10 日
バラエテ イに富 んだ講座に夫婦で、参加しますコ 毎週月曜日 19:00 ~21 : 00 夫 婦};5祖 猪 山勝利

ーこれからの夫婦像を求めてー 19同)(S回目のみ11月13日山) 外専門講 師

手 編 み 入 門
秋 の夜長:二 、大切な人 (つ)の ために 、こ ころを 10 円 23 日 ~ 12 月 25 日

こめて;痛ん でみま しょうコ 毎週火曜日(10回) 成人20人 有本 i肯!こ
一初歩力、らの手編み 19:00~ 21 :00 

レッツ トライ/ せ っかく購入したビデオを有効に活用してみま 10月18日-21日
九 州松下

ビ デ オ を 生 カ、そう せんか。 シナリオの作成から編集までを行いま 18日、 19日は18:30-21: 30 成 人30人
システム

す 。 ビデオカメラを持っていない人でもどうぞ。 20~ ;三 14 - 18持、 ~1 日 ;~ 9 -1 6時

(子育てと音楽)
子どもの健康 と遊び 10月30日(如0:00-12・00 松永恵子(持主:{~ )

人生と音 楽 池田松洋( " ) 
家庭教室 1葺 座 日 7日(村13却 -16:40 成人似 |i①切 り(1恥) 一音楽ー宇親子り?豆竺千三ク一三Yヨン 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一| 三男写彦(一人)

親 子 の 人 間 関 係を考える [11月1山火)10:00-12 :00 I 田中 薫( " ) 

く中地区公民館〉 (松並 1丁目246-5 ft⑮1376) 
講 座 名 内 究~ 期 間 対象 ・定員 講師(敬称略)

21世紀へ向けて婦人をと りまく 諸問題と 生き 方 に つ

婦人問題学習講座
い と考え る

-歴史文学のなかに見る女性の生 き様 10月23t:1~ 
大学教授J孟か

女性力レ ッ ジ 21 -婦人の生き方~社会と家庭を 考 える 毎週火曜 H
t帝人30人

-国際化の中で台所から経済をみつめる 10 : 00 ~ 12 : 00 
各分里子専門講師

イ因性が性をこえるグ . ~最人と身う5: ~;::2:ゴ幸 -婦人の健康管理 ( 8 1日)
. l'主みやすく快適な{主まい作りについて考える

-私 の 生 き 方~事例 を紹介 Lながら

家庭教育学級
- ストシス社会;こ 主きる現代っチ乃， 1こ、~!i' -央共・愛・和して子育て戒る 10月24日 ~

幼児を持つ
-子供 が親にさからう時

毎週本曜日
矛~ 30)¥ 大学教授:三か

幼児の成長とともに歩む -幼児の病気の基本的対処法 -発育と食生活
10: OO~ 12: 00 

(ポ見:こ会る
-入園前に気を付けた い こと -幼児の能力をの:ぎす 前の人も含 各分野専門講師

①託児あ り (1j設から) 9固)※こども の読書習慣を身:こつけさせるためには む)

(親子ふれあい教室)
九、寸こ さんと一緒に遊んであげ、ていますか つ 10月22日~ 幼児を持つ
親子で楽 Lく歌っ た り、 リズム;二合わせて体を動かし 毎週月曜日 親と 子 平野 サキ r

お母さんと一緒にリス、ムにのって たりしで 、税と チ のふれあい を深めますコ 10:00~ 1l :00 2歳~就学 峰 ひとみ
( 8回) 前まで

出来上がった写真をみてがっかりしたこと:まあ りませ ]0月18白~
写 真 を楽しむ んか。 二の教室で;之、実技、損影会を ;毘交 ながら失敗 毎週木曜日 成人 :男女

飯里子 i建 一;
(入門コ ース) Lない写真のとり }jから学習する入門コ ←ス ですっ 人 19: 00~ 21 : 00 30人

を感動 させ る写真を撮ることも夢 で;まあり ません。 (10回)

くらし に禄と i閏いをグ
毎日を禄に包まれて暮らすことが出来たら 素晴らしい 10月20El ~ 
ですね C 草花を中心;二、育て力から管理の コ、ノ会ど を 毎 週 よ 曜 H 成人 ・男女

家庭園芸教室 初歩から学びますっベ ランダや、家乃周囲を花いっ;よ 13: 30-15: 30 30人
同 111 {変通

いにしてみ ませんかつ 10101. 

申込期限 10月13日(上)必着 受講料 無料(教材費は実費)

申込方法 往復ノ¥カマキ;二、住所・氏名 ・年令 ・性別 ・電話 ・希望する講座を一葉にー講座を書いて申し込んでく

ださいコ申し込み多数の場合は、抽選します(抽選日 :10月15日(月)、午前10時から )0

申し込み ・問い合わせ 各公民館へ

※託児希望の人は、ハガキに年齢、氏名 を記入してくださ いっ



と
/ 

平
成
3
年
度

幼
稚
園
の
園
児
募
集

市

立

幼

稚

園

幼児期は
大切な
基礎づくり I

募集人員

幼
児
期
は
、
人
間
を
形
成
す
る

中
で
最
も
大
切
な
基
礎
ゃ
つ
く
り
の

時
期
で
す
。

各
市
立
幼
稚
園
で
は
、

「心
豊

か
な
生
き
生
き
と
し
た
活
動
を
目

指
す」

を
テ
!
マ
に
幼
児
教
育
を

す
す
め
て
い
ま
す
。

対
象

昭
和
的
年
4
月
2
日

l
m

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
幼
児

※
三
浦
幼
稚
園
は
、
昭
和
日
年
4

月
2
日
1
臼
年
4
月
1
日
生
ま

れ
の
幼
児
も
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
期
間

山
月
日
日
開
i
白
日
刷

申
込
方
法

各
幼
稚
園
に
あ
る
願

書
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い。

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
庶
務
課

幼稚園名 人 員

三 浦 40人

主令 田 40人

|大 村 160ノ¥

三 城 80人

西大村 120人

竹松 160人

中央 80ノ¥

|福 重 40ノ¥

松原 40ノ、

放虎原 80ノ¥

-
1
1
1
0
1
1
1
ι
0
1
1
1
0
1
-
-
o
i
I
l
o
-
-
1
1
0
1
1
-

さ
い
。

大
村
聖
母
幼
稚
園

(
植
松
2
丁
目
2
3
2
0
4
8
)

長
崎
星
美
幼
稚
園

(水
主
町
2
丁
目
E
e
2
4
7
3
)

向
陽
幼
稚
園

(西
三
城
町
宮
②
6
2
6
2
)

私

立

幼

稚

園

対
象

昭
和
印
年
4
月
2
日
1
日

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
幼
児

願
書
配
布

日
月
初
日
出
i
hu
日
肘

願
書
受
付

日
月
1
日
肘

※
詳
し
く
は
各
国
に
お
尋
ね
く
だ

隠
し
吻
今

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

受

講

生

-
パ
ソ
コ
ン
入
門

期
間

口
月
5
日
開

l
m
日
制

(印
日
間
)

-
ワ
ー
プ
ロ
講
座

(ユ
ー
カ
ラ
a

「

t
)

期
間

口
月
4
日
同

l
m
日
榊

(
8
日
間
)

-
ワ
ー
プ
ロ
講
座

(
一
太
郎
)

期
間

口
月
4
日
M
l
m
H
肘

(
9
日
間
)

-
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習

期
間

口
月
5
日

mi凶
日
間

(
7
日
間
)

-
J
I
S
模
定
炭
酸
ガ
ス
戸
l
ク

市嘗住宅入居者募集

溶
接
中
板

(実
技
)

期
間

口
月
3
日
出
1
4
日
間

(
2
日
間
)

-
銅
版
工
芸
入
門

期
間

口
月
日
日
仙
1
お
日
制

(
3
日
間
)

-
危
険
物
取
扱
者
震
準
備
講
習

(
乙
種
第
4
類
)

期
間

口
月
5
日
間
j
同
日
樹

(6
日
間
)

-
ワ
ー
プ
ロ
技
能
模
定
受
験
準
備

講
座

(
3級
)

期
間

口
月
9
日
樹
j
ロ
月
刊
以
日

ω
(日円
間
)

-
ベ
ー
シ
ッ
ク
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

期
間

日
月
6
日

ω1羽
田

ω

(
7
H
間
)

・
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御

(
有
接
点
)

の
基
礎
講
習

期
間

口
月
6
日
山w
l
四
日
間

(
6
日
間
)

-
L
P
ガ
ス
設
備
土

(実
技
)
受

種別 住 宅 名 戸数 間 取 り 家賃(月額円)I 

池 田 2I 3 Dlく 15.500 
1 

久原第二 l 3DK 23司800
種

t'r 2 3K i.600-12.000 I 

i也 田 2 3K-3DK 8.-100-10.000 

2 久原 第 二 2 3DK 10，-400-10.500 

松 並 第一 1 3DK 23，300 

宅重 旭 2 2 !三 6 . 500 -6 ， 800 

l京?アノtー 卜11_ 3DK 20，500 

受け付け 10月 5日(剣-11日(木)

申し込み・問い合わせ 建築課住宅係

※収入などに制限があり ます。

験
準
備
講
習

期
間

口
月
6
日

ω1日
日
附

(
4
日
間
)

-
d
B
A
S
E
m
(初
級
)

期
間

口
月
お
日
制
i
ロ
月
別
日

肘

(
7
日
間
)

申
込
期
閉

山
月
1
日
開
l
m
日

ω

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

(
諌
早

市
小
船
越
町
宮
③
2
7
2
1
)

発
電
所

を
訪
ね
ま
す

唐
津
城

津 と
城し 『
の てふ
見 玄れ
学海あ
会 原 い
を 子 旬
実 力間
施 発 '90
し電 』
ま 所の
すと 一
。唐環

日
時

叩
月
お
日
側
、
午
前
8
時

初
分
出
発
j
午
後
一。
時
帰
着
予
定

集
合

・
解
散
場
所

九
州
電
力
附

大
村
営
業
所

定
員

犯
人
(
申
し
込
み
多
数
の

時
は
抽
選
し
、
当
選
者
に
は
印
月

四
日
ま
で
に
連
絡
し
ま
す
)

費
用

無
料

(弁
当

・
水
筒
は
各

自
持
参
)

申
込
期
限

叩
月
ロ
日
制

(当
日

消
印
有
効
)

申
込
方
法

1
人
1
枚
の
ハ
ガ
キ

に
住
所

・
氏
名

・
生
年
月
日

・
電

話
番
号
を
書
い
て
応
募
く
だ
さ
い。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

九
州
電
力
側
大
村
営
業
所

(東
三

城
町
日
番
地
雷
②
2
1
7
1
)

ハh
u

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ロ
ー
マ
を
見
た
L

の

お

文

天
正
少
年
帰
国

4
0
0
年
祭

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
公
演
さ
れ

せ
く
だ
さ
い

ミュージカル 「ローマを見た」

た
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル

H

ロ
l
マ
を
見
た
H

を
ご
覧
に
な

ら
れ
た
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
新
た
な
感
動
を
も
う

一

度
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
貸
し
出
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

規
定

4
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙

で
、
2
枚
程
度

締
め
切
り

叩
月
初
日
出

貰

5
人
の
方
に
記
念
品
を
進
呈

応
募
・
問
い
合
わ
せ

ま
ち
づ
く

り
推
進
室

れ
れ
れ

H
6
m
u
-
-u
t
f
1
4
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幸三=

百E

室
一
感
想
文

市
立
図
書
館
で
は
、
秋
の
読
書

週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
読
書
感

想
文
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

市
内
在
住
の
一
般
成

人
(
学
生
を
除
く
)

テ
i
マ

自
由
。
た
だ
し
読
書
感

想
ま
た
は
、
読
書
体
験
を
内
容
と

し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

原
稿
枚
数

制
字
詰
原
稿
用
紙
5

枚
程
度

締
め
切
り

口
月
お
日
目

応
募
方
法

①
作
品
は
1
人
1
点

と
し
ま
す
。
②
作
品
の
前
に
題
名

と
住
所
、
氏
名
(
読
書
感
想
文
の

場
合
は
、
文
の
終
わ
り
に
書
名
、

著
者
名
ま
た
は
編
者
名
)
を
記
入

ご
寄
付

ご
好
意

し
て
く
だ
さ
い
。
③
応
募
作
品
は

返
却
し
ま
せ
ん
。

送
付
先

市
立
図
書
館
(
東
本
町

4
8
1

2
②
2
4
5
7
)
 

N 

fEH 
a K 

講堂
I~I 

座の

通
。
生
涯
学
習
講
座

(
通
信
講
座
)

教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た
め
の

書
道
、
硬
筆
、
俳
句
、
短
歌
、
囲

aH"が
と
う
ご
ポ
じ
ま
し
た

。
香
典
返
し

ツ V 公
ト西 立

美 各
j工 保:
子 育
( 所
西 へ
本
町

i軍
動
可ア

社
会
福
祉
基
金
へ

V
谷
川
ミ
ツ
子
(
松
山
町
)
叩
万
円

V
坂
口
利
昭
(竹
松
本
町
)
叩
万
円

V
吉
田
安
曜
子
(東
本
町
)
5
万
円

V
寺
西
ア
ヤ
子
(西
本
町
)5
万
円

V
谷
山
安
玉
郎

(玖
島
3
丁
目
)

-。
万
円

(
敬
称
略
)

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
喜
多
ト
ミ
エ
(
肯
賀
島
町
)
5

万
円

V
中
野
良
一

山
万
円

(杭
出
津
1
丁
目
)

。

一
般
寄
付

各
小
学
校
へ

V
九
州
ガ
ス
附
大
村
支

図
書
((
1
万
8
千
円
相
当
)

社
会
福
祉
基
金
へ

V
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ

l
卜
I

4
万
4

児
童

碁
な
ど
印
講
座
で
す
。

申
込
期
限

日
月
白
日
附

。
高
等
学
校
専
攻
科

(
コ
ミ
ユ
一
一

テ
ィ

・
ス
ク
ー
ル
)
社
会
福
祉

コース
高
校
卒
業
後
、

2
年
間
の
学
習

で
「
N
H
K
学
園
福
祉
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」
の
認
定
資
格
が
得
ら
れ
ま

す
。

申
込
期
限

印
月
5
日
倒

詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
人

は、

N
H
K
学
園
八

E
五
十
一
係

(一T
m
l
m東
京
都
国
立
市
富
士

見
台
つ

U7
お
2
0
4
2
5
⑫

3

1
5
1
)

へ
、
講
座
名
か
コ

l
ス

名
、
お
よ
び
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名

・
電
話
番
号
を
ハ
ガ
キ
に
明

記
し
て
請
求
く
だ
さ
い
。
案
内
書

は
無
料
で
す
。

4
9
7
円

清
和
国
へ

V
長
崎
県
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
第
7

団
シ
ニ
ア

1
1
慰
問
、
タ
オ
ル

・

石
け
ん

V
宮
崎
旅
館

(小
浜
町
)
タ
オ
ル

V
茶
道
(
宗
偏
流
)
慰
問

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎

・
末
、
水
辰

夫

・
岩
井
勝

・
中
島
松
一

・
田
尻

義
彦
)
理
容
奉
仕

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
中
村
馨
(西
大
村
本
町
)
3
千
円

布
の
絵
本
へ

V
江
島
フ
ミ
(
池
田
2
丁
目
)
2

万
円

泉
の
里
へ

V
永
洲
ま
ん
じ
ゅ
う
本
舗
l
ま
ん

， 
g 

自

衛

官

ムl..<，

ナ

生

。
防
衛
大

・
防
衛
医
科
大
学
校
生

資
格

高
卒
(
見
込
み
)
で
幻
歳

未
満
の
男
子

申
し
込
み

印
月
1
日
mm
l
お
白
山
川

試
験

(一

次
)

防
衛
大
口
月
3
日
出
j
4
日
目

試
験
場
諌
早
商
工
会
議
所

防
医
大
口
月
山
自
由
1
1
日
目

試
験
場
海
自
大
村
基
地

。
看
護
学
生

資
格

高
卒
(
見
込
み
)
で
幻
歳

未
満
の
女
子

申
し
込
み

叩
月
1
日
何
1
白
日
附

試
験

(
一
次
)
日
月
日
日
嗣

試
験
場
大
村
商
工
会
議
所

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
大
村
募
集
事
務
所

(宮
②

じ
ゅ
う

(
上
諏
訪
町
)
3

V
長
谷
ユ
キ
エ

万
円

V
川
上
国
喜

(
徳
泉
川
内
町
)
花

V
大
川
田
老
人
会

1
奉
仕

V
鈴
木

・
和
田

・
好
田

・
平

・
井

手
理
容
院
l
h
理
容
奉
仕

V
バ

l
ル
レ
ー
ン
ー
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム

V
杉
島
実
(
杭
出
津
1
丁
目
)
5

万
円

・
シ
ャ
コ

V
片
岡
一
義
(
徳
泉
川
内
町
)
メ

ロ
ン

V
自
由
民
主
党
大
村
支
部
婦
人
部

2
万
5
千
円

V
川
原
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
H
l
慰
問

V
長
輿
光
義
(
久
原
l

J
目
)
2

6
2
1
7
)
 

大
村
走
ろ
う
会
会
員

楽
し
い
仲
間
と
、
さ
わ
や
か
に

ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
ま
し
ょ
う
。

例
会

毎
週
日
曜
日
、
午
前
6
時

か
ら

(却
分
1
1
時
間
)

場
所

市
営
陸
上
競
技
場

※
例
会
の
外
、
年
に
数
回
、
楽
し

い
行
事
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

会
費

年
2
0
0
0
円

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

川
島
(
包
@
4
2
8
2
)

健
康
ウ
ォ

i
ク

ク

ラ

ブ
A

Q

E

 

貝

例
会

毎
月
1
回

(日
曜
日
)

9
3
4
円

慈
恵
荘
へ

V
福
田
弘
(
竹
松
本
町
)
5
万
円

V
金
水
勝
美

(
長
崎
市
)
2
万
円

V
自
由
民
主
党
大
村
支
部
婦
人
部

l
2
万
5
千
円

V
長
野
尚
道

(
本
町
4
丁
目
)
印

万
円

V
永
淵
ま
ん
じ
ゅ
う
本
舗
l
ま
ん

じ
ゅ
う

V
宮
崎
旅
館
(
小
浜
町
)
タ
オ
ル

鈴
田
の
里
学
園
へ

vvハl
ル
レ

l
ン
1
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)

1
万
円

コ
ー
ス

大
村
市
近
郊
。
片
道
2

1
4
時
間
コ
l
ス
(
寒
期
と
酷
暑

期
は
休
み
ま
す
)

会
費

年
2
0
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

川
島

(宮
③
4
2
8
2
)

チ
ロ
リ
戸
ン
・
ク
ラ
ブ

A
Q

一A

貝

愉
快
な
仲
間
と
楽
し
く
山
登
り

し
ま
せ
ん
か
。

例
会

毎
月
1
回

コ
i
ス

大
村
市
近
郊
の
山
か
ら

レ
ベ
ル
に
応
じ
て
遠
征
し
ま
す

会
費

会
員
H
H
月
7
0
0
円
、
準

会
員

l
年
3
0
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

平
山
(
包
③
1
3
1
7
)

愛の献血運動にご協力を /

17一

10月12日(金〉

午前9時30分~午後3時

市民会館裏駐車場

大村ライオンズクラブ

大村中央ライオンズクラブ

日時

場所

主催



カレbagm10周の健

刊
月
は
、

固
定
資
産
税

(
3期
)
と
、

国
民
健
康
保
険
税

(
4期
)
の
納
期
で
す
。

安産教室 市役所 9:30-11:00 ②9:30まで 17巴 明日の親のだめの教室(3)

⑮母子健康手帳、ズボン (水) 市コミセン 13: 00-16・00

(月) →支健康相談 市役所 13: 00-16 :00 
3歳児健康診査 大村保健所

⑮lin圧測定 ・みそi十の塩分濃度測定ほか
⑧9 :30-10 :00 13 :00-13: 30 

2巴 乳羽児健康相談 松原出張所②13・30-1;5:00 18日 ⑬昭和62年 4月生まれ 6 1年 10 月 ~- 62年 3月

(火) (木) 主ま れで、まだ受けていない人 も受診Lてく

3日 明日の親のための教室け)
だき L、 ⑧母子健康手帳、問診票

(水) 市コミセン 13・00-16:00 定期巡回献血 市役所 9・30-12:00

5日 成人の健康相談 福祉センター 13: 00-1;5: 0。 オ]霧6か月児健康診査

(金) ⑪40歳以上⑪血圧;~IJ定 ・ みそ i十の塩分;重度 ;~Ij定 1 " か 19日
市コ ミセン ②13: 00-13: 30 

⑪8・・16日(火)と同じ

ア巴
当番医 (金)

成人の健康相談 福祉センター 13 : 00 -1;5 : 00 

(日)
間-内 津田間腸科内科医院 小路口本町 合 ③ 1;50i @⑪...5日(針 と同 ヒ

(眼)みね眼科東本町 宮⑪ 3011 

20 住日~) I耳とことばの相談 福祉七/タ 日 開 -1;5的

8日
乳切児健康相談 竹松出張所

(月)
②9:30-11:00 13:30-1;5:00 

当番医
⑪離乳食教室 10:30-15: 00 21日

(内 i 早田内科医院竹松本町 宮⑤ 3530

乳幼児健康相談 市コミセ ン
(日) ( 整 ) 牟田整形外科医院古町 2 丁目 fi~ --1;50 1

9日
(火)

⑤9:30-11:0013:30-1;5:00 
幼児教室 (お口の健康と食生活)

⑪・・・離乳食教室 10:30-15・00 23日 市コミセン ⑧9: 45-10 :00 

10日
当番医 (火) ⑪昭和63年 4 月~)月生まれ

内 岡内科医院 東三城町一 fiQ;3000 @母子健康手帳、問診票、歯ブラシ、タオ 1'."、コ フ

(水・祝)
、耳 山口耳鼻咽喉科医院東本町 宮②2706 24日 明日の親のための教室体)

竹日 (水) 市コミセン 13: 00 -16: 00 

(柄
機能訓練根気の会 福祉センタ-13・30-1;5:30

25巴 機能訓練根気の会 l市 3町交流会

12日 明白の親のだめの教室(2) (木) 東彼杵町児童体育館 9 :00-16・30

(金) 市コミセン 13:00-16:00 
26日 明日の親のだめの教室(5)

14日
当番医 (金) 市コミセン 18:30-20・30

(日)
(内・ノト)琴尾医院 西 =城町 宮② 2056

当番医
l外・月工)山道医院 桜馬場 2丁目 合 @2305 28日

{内)吉田内科クリ ニいノ ク 本町 宮② 11 i i 

乳切児健康相談 萱瀬出張所 e沿:30-11: 00 
(日) (眼)計屋眼科医院古町 l丁目 岱② 6888

T歳6か月児健康診査 31日 明日の親のための教室(6)

16日
市コミセ ン ⑧13 :00-13: 30 

(水) 市コミセン
⑪平成元年 3月生まれ (昭和63年10月一平成

13 :00-16 :00 

(火)
元年 2月生まれで、ま だ受けていない人も受 略号の説明 ⑫-一対象 ②…受け付け ro). ..内容

診してください) ⑮・・持ってくるもの

⑮母子健康手帳、問診票、歯ブラシ 当番医の診療時間 9: 00-18 :00 

毎
円
l
回

発

行

発
行
所
/
大
村
市
役
所

E
附
附

4
1
1
ー

一
樹
集
/
秘
書
広
報
課

印
刷
所
/
肘

康

真

堂

印

刷

人口の動き一一一¥

9月T日現在

言十

男

女

世帯数

-18-

72，739 
(+280) 

22，567 
( +63) 

34，645 
(+ 146) 

38，094 
( +134) 

〉内は前月比

人口

手¥判i'+
¥/ /ヂ

ザチ

(~'yl'()~ 

ゑ宮

市民相談コーナ (秘書応報課〉ですべ、て無料で行っ ています

10お気軽にご相談ください。

月 人権相談 (4日 10: 00"-'15 : 00) 
22 行政相談 (11日 9: 30"-'12 : 00) 
広 法 律相談 (17日 10: 00"-'15 : 00) 
例
相 父 通事故相談 (23日 10: 00"-'16 : 00) 
談 年金相談 (24日 10: 00"-'15 : 00) 
巴 不動産相談 (26日 13: 00"-'16 : 00) 
J ※受け付けは午前8時30分より行っています。
比~-'"'~内~帖日y>時内~科~日~引"..~仇~~~~向"..~~仇"，，<e(

10月の1¥.柑mート (5 ~ 9 日 ・ 旅博開催記念、 l O~11日 ・ダー

ビ一場外発売、 1 8~ 23 日 ・ 優出者選抜戦 )
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